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別井症が出現 したが 6 3 病日退院 . 病理所見
__
L

,
坐

協賛孔部に 炎症所見や悪件修等の 穿孔を来す原因

は認められな か っ た.

ほ と め】 胃癌 に 対する胃全摘 R o u x - e n Y 挙_L

空順の 穿孔 により
,
髄膜炎を生 じた 1 例を経験 し

たの で割ほ;- した .

4　十二指腸狭窄を伴う進行癌に対する胃空腸吻

合術―曠置的胃腸吻合法の試み―

北 見 智 恵 ・ 田 宮 洋 一 ・ 二 瓶 幸 栄

丸 山 聡

県 )
I

/-
_ [
J

-
I
.･卜1+ 榊;人外村

【はじ め に】 十二 指腸柁窄を伴 う進1-J
-'
1[

L

.f;f ニヌ寸し ,

胃空 脚勿命脈が行なわれるが ,
期待し た結果を得

られな い こと が多く , 昧甚的胃腸吻合法などの二卜

夫が試み られて い る .

【対象】 19 9 6 年か ら 2 0 0 2 年ま で月別削悉月重症例を

除 い た胃痛以外 に対する胃空腸‖勿令恥 8 例を対象

と し た . 適仰の 胃空腸吻合f'rt[ ( A 法) 6 [J/FJ と 曝岩

的胃腸吻合法 ( B 法) 2 例を比較検討 した .

【結栄】 A 法は肺癌 4 例 ,
十二 指腸痛 2 例

,
B 法

は十 二指腸癖 1 例 ,
大腸痛リ ン パ 節転移 1 桝で 3

分粥開始 H は それぞれ
i

[
'

'

一

均 9 .1 El
,
5 . 5 日 で あ っ

た . A 法で 3 例 は経口 摂叔不十分の まま退院と な

っ たが
,
B 法で は 2 1LJIJ とも全粥を半分以上摂上帥†

能 で あ っ た . 術後7J :_ 院[j 数 は そ れ ぞれ 6 4 .1 El
,

1 4 . 5 口 で あ っ た .

【糸占語】 瞭;i:S
'

:r
'

f勺胃腸‖勿合法の 試み に つ い て 報 告

した .

5　肝転移か，原発性肝内胆管癌か？

膵癌術後4年目の症例

岡 本 竹 司 ・ 早 見 守 仁 ・ 大 橋 泰 橋

佐 藤 攻

信楽匝1柄院外車
こ

昔

症T抑ま 7 2 歳の 女性 . 平成 1 0 年 7 月 2 9 日 , 膝頭

部癌 に 対 して 幽P
[

1 輪温存膝頭十二 指腸 馴珠恥を施

行 した . 平成 1 3 年 8 月よ り腫癌 マ
ー カ ー が 上昇

し
,
9 日 2 1 日 の 恨部 C T に て 肝 S 7

- S 8 境界に紳

い 模状の I ノD A を認め ,

:'l '
-

･ 成 1 4 勺二 8 月 2 0 日 の 服

部 C T にお い て S 8 に経 1 . O c m 大 の t u m o r が認 め

られた.

平城 1 4 1l
:
i l o J] 1 6 日

,
拡 大肝右葉 馴珠恥 胆道

再建術を施行 した. 柄理 は高jナ化型腺癌を呈
-

して

おり
,
F 朋琵城 に嘗

/

f T な浸潤像が.
I
. I
)
u

)
, め られた.

'
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精奄で肝甑棺と原発性肝内胆管癌と の 鑑別が困粗

で あ っ たTf
[

(･
=

_例を経娘 し たの で 報告する .

6　当院における大腸癌の転移性肝癌に対する肝

切除症例 の検討

小 林 久 美 子 ・ 若 桑 隆 二 ・ 植 木 匡

石 塚 大 ・ 木 廣 敬 祐 ・ 杉 本 不 二 雄 *

刈)3 淵5 総f} 柄院外村

1
､手本凶;克

*

どL=] r(:]】二耶)とで の 虹不Fy
J

円甘F 療 に 対する肝リブ除好

例の 治療成績を検討する こと .

【対象 ･ -jj 法】 1 9 9 3 咋より肝切ド余を施行 した 3 3

人3 9 件を対象と し, 背吉;- , I , 後 に つ き検討 した .

【結架】
ノ

rflI
[

J
-]りは男咋 2 0 例

,
女件 1 3 1I/u で あり ,

午

均咋-齢 6 3 .0 歳 で あ っ た . 似疾患の 局在は 矧拐が

2 1 例
,
直腸が 1 2 例 で あり, 原挟患病期は D u k e s

A が 3 例 ,
B が 7 例

,
C が 2 3 例 であ っ た . 肝転棺

山 卿音別は 同時性は 1 9 例 ,
畢i･rl引告が 2 0 11/Ej で あ っ

た . ) 榊ム柁 卯徐彼の 3 llf
:

-!L:_ 存率 は 6 3 % ,
5 咋

/
=L /-i

率は 5 4 % で あ っ た .

7 　 総 胆 管 に 発 生 し た 腺 内 分 泌 細 胞 癌 の 一 症 例

加 納 恒 久 ・ 黒 崎 功 * ・ 小 林 孝

松尾 仁之

新潟F軌巷総合病院外科

新潟大学大学院消化器
･ 一 般外科

*
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.
Ll/りは 6 0 歳女牡 慨往雁 に特記事項 な し . 掛亘

でヲ芭症 し当院内科受診 . 服部,B
)

音波検査 で総胆管

に 高エ コ ーーを呈する腫癖を認め
,
これに よる閉塞

件黄痘と診断 され入院と な っ た . 精査に より中部

胆管癌と診断. 肝転移 ,
遠隔転移は認めな か っ た.

根治 馴珠可能と診断され幽門輪温存牌g ,

Ei 十二指腸

tul徐術を施行 し た. 病即諺断 はロ b 病変を伴う結
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節浸潤型の 癌で
,
組織型 は高分化 - 申分化管状腺

癌の 成分を伴う内分泌細胞癌 であ っ た . 深達度

s s
,
脈管侵襲 Ⅴ ( ＋) ･ 1y ( ＋) で ,

n ( - ) であ

っ た . 術後経過は良好で 現在当科外来通院中. 術

後 1 年経過 した現在無再発生存中である . 胆道系

に発生す る内分泌細胞癌は悪性度 が高 い と され
,

文献的報告例が少ない . 文献的考察を交 え報告す

る.

8 過去 1 0 年間の当科における牌破裂の検討

植村 元貴 ･

岡村

横LU 義信 ･

島影

内田 克之 ･

田島

直孝 ･ 角田 和彦

尚弘 ･ 草間 昭夫

健三

長岡赤十字病院外科

1 99 3 年より過去 10 年間 に 2 4 例の 外傷性牌破

裂を経験 した . 原因は交通事故
,
転落事故

,
暴力

またはス ポ ー ツ の順 に多か っ た. 8 例 に牌摘を
,
4

例 に T A E を
,
1 1 例 に保存療法を

,
1 例に電気メ ス

に よる止 血を行な っ た . 牌摘例 で は 1 例 が死亡 し

たが
, 牌破裂による出血死で はなく

,
多発外傷に

よる出血が制御で き な い ため であ っ た. また月卑摘

例の 外傷分類 で は こ の 症例 が Ⅲ型 だ っ た の を除

普
,
全て Ⅲ型で あり

,
複数の合併損傷を有 し

,
血

圧低下
, 頻脈の もの が 多か っ た . T A E は 4 例とも

有効 であり
,
経過観察に不安な場合は行な う べ き

方法 である . 実質損傷があ っ て もバ イ タ ル が落ち

着き出血が少なければ保存治療可能であ っ た. 軽

症 で は後に症状が発現する こ とがあり
,
左側腹部

の 外傷時の 診断に は注意を要する .

9 再発 G IS T に対し G li v e c が著効 した 一

例

渡辺 隆興 ･ 香Ll+ 誠司
･

津野 吉裕

末広 敬祐 ･ 興椙 建部

水原郷病院外科

症例は 4 9 歳男性 . 平成 9 年 5 月 2 日下腹部痛

に て 発症 . 原発は空腸 で あ っ た . 病理 で は固有筋

層由来の低悪性度平滑筋肉腫診断 . 術後化学療法

2 ク
ー

ル 施行 . 平成 1 1 年 6 月 8 日再発腫癌切除 .

平成 1 4 年 2 月 2 2 日腹部 C T に て 肝転移
,
腹膜播

種認め次第に増大 . 全身状態悪化 し
,
Gliv e c 使用

を第 一

外科 コ ンサ ル ト 免疫染色上 , C
- kit 陽性

C D 3 4 陽 性 S M A 陽 性 S -

1 0 0 陰 性 . 9 月 1 1 日

Gliv e c 4 0 0 m g / d a y 開始. 9 月 1 2 日傾眠傾向
,
肝機

能上昇認め
,
薬剤性肝障害疑い Gliv e c 中止 . 保存

的に軽快. 9 月 2 4 日再開. 1 1 月現在画像上腫癌の

縮少は認め ない が
,
触診上明らか な縮少を認め る .

検血上軽度貧血 , 白血球減少
,
胸水

,
腹水

,
四肢浮

腫を認め る以外は特に異常所見を認めず生存中で

ある . 以上若干の 文献的考察を含め報告する .

1 0 再発乳癌 に対 する P a clit a x e l bi w e e k l y 投与

の検討

牧野 春彦 ･ 伊藤 寛晃
･ 大橋 優智

県立横町病院外科

再発乳癌に対する P a clit a x el bi w e e kly 投与につ

い て 検討 したの で報告する . 対象は再発乳癌 9 例

であり
,
症例の 平均年齢は 5 2 歳

,
再発部位 は骨 3

例
,
リ ン パ節 2 例

,
節

, 肝が各 1 例
,
複数臓器 にわ

た る症例が 2 例 であ っ た . す べ ての 症例で前治療

が施行されて い た が
,
9 例 中 8 例 は前治療が 2 レ

ジメ 以内 であり
,
ア ン ス ラ サイ ク リ ンの 治療歴の

ある症例 は 6 例 で あ っ た . 投与ス ケ ジ ュ ー ル は

P a clit a x el 1 2 0 m g / m
2 隔週投与 で あり

,
平均投与

回数は 1 4 回で あ っ た . 血液毒性は全例 に認め ら

れた が全例 g r a d e 3 以下であ っ た . 非血液毒性で

は末梢神経障害
,
筋肉痛が多か っ た が全例 g r a d e

2 以下であ っ た . 奏効率は 4 4 % (4 / 9) , 6 か 月以

上の S D 症例を含む cli ni c al b e n e 丘t は 7 8 % (7 / 9)

であ っ た .

1 1 消化器癌術後再発に対する P M C 療法の経験

宗岡 克樹 ･ 白井 良夫 * ･ 畠山 勝義 *

新津医療セ ン タ
ー

病院外科

新潟大学大学院消化器 ･
一

般 外科
*

消化器癌術後再発症例 に 対する P M C 療法 の有

効性を検討 した . 対象は消化器癌術後再発 1 3 例

で
,
原発は大腸 1 1 例

,
牌 1 例

,
胆管 1 例 で ある .

P M C 療法 ( 週 1 回の 5 - F U 6 0 0 m g / m
2
/ 2 4 h 持続




